
機密性○情報 ○○限り
最近の調査成果（生態系への配慮）

防災重点農業用ため池の廃止工事におけ
る生態系配慮について（令和５年３月）
防災重点農業用ため池の廃止工事における生態

系配慮に焦点を当て、環境との調和に配慮した事
業を進める上での留意事項等を取りまとめました。

農業用用排水路における
環境配慮対策実施後の効果
を検証するとともに、生態
系配慮施設の整備手法等に
係る留意事項・課題等を整
理しました。併せて、新し
い調査技術である環境
DNA分析技術の有用性と
課題を検証しました。

環境DNA分析技術
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農業水路系における生物多様性保全のための
技法と留意事項（令和４年７月）

農業用水路トンネルとコウモリ類（平成29年３月）

農業用水路トンネルに生息するコウモリ類の
生息環境配慮検討の参考とするため、生息状況
等の情報、生息調査方法、事業における環境配
慮の取組事例をとりまとめました。

生態系配慮施設の維持管理マニュアル(平成28年3月)

生態系配慮施設の維持管理の基本的な考え方か
ら維持管理に係る評価などの全体的な流れを段階
的に示したマニュアルを作成しました。



機密性○情報 ○○限り
最近の調査成果（生物影響への対応）

農村地域におけるアメリカザリガニ防除
の手引（令和８年３月）

アメリカザリガニの効果的な駆除手法（施設や
駆除実施時期に応じた漁具の選択）、駆除による
環境再生に係る評価手法、駆除計画の作成方法等
を取りまとめました。

知る 理解する 守る

外来種等が農業水利施設に及ぼす影響と
対策の手引き（令和７年３月）

農業水利施設において、通水阻害が生じた際
の対策のほか、施設の設計・更新時に留意した
い点、通水阻害が生じる前の予防段階の対策等
の情報を整理しました。

オイルフェンス設置状況蓋掛けによる遮光

ナガエツルノゲイトウ駆除マニュアル
（令和７年３月）
生態系や農業への悪影響のおそれがあり、「特

定外来生物」に指定されているナガエツルノゲイ
トウの生態や防除対策などについて、駆除マニュ
アルとして取りまとめました。

水路を閉塞し、取水・排水
の障害に 河川での繁茂状況

カワヒバリガイ駆除マニュアル(令和７年３月)

農業用水路や調整池等の壁面に付着し、通水
障害などを引き起こしている、カワヒバリガイ
（特定外来生物）の侵入検知手法や駆除方法等
を取りまとめました。



機密性○情報 ○○限り
最近の調査成果（気候変動への対応）

農業生産基盤分野における気候変動適応
技術の取りまとめ（平成31年３月）
農作物の高温障害等の気候変動影響への適応策

として活用し得る技術について、技術の効果、活
用範囲、留意事項等について整理し、適応策検討
のための『手引き』として取りまとめました。

パイプライン 開水路
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【適応技術の例】
パイプライン送水により冷涼な用水が配水されたほ場では、高温障害の指標
とされる白未熟粒率が低くなる結果が得られました。

ため池の中長期的な適応策の検討に関する
参考情報（平成28年３月）

将来（30年よりも先）の降水量変化の予測結果
をもとに、大雨注意報の発表回数や大雨時におけ
る地域ごとのため池水位の変化など、ため池への
影響を評価する方
法を調査し、将来
も見据えた対応策
を検討する際の参
考情報として整理
しました。 大雨注意報発表回数の将来変化（中日本・2050年頃）

（赤色に近づくほど回数増加と予測）

温暖化対策を最大限講じた場合 温暖化対策を講じなかった場合

「豪雨・渇水に対する備えと対応（参考事例
集）」ため池編・排水機場編(平成26年３月)

近年、雨の降り方に変化が
現れており、この原因として
地球温暖化による気候変動の
影響が考えられています。こ
うしたことから、全国のため
池及び排水機場における取組
を調査し、豪雨等に対する備
えと対応を考えていく上での
参考事例を取りまとめました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豪雨・渇水への備えは十分ですか？ 

きめ細かな降雨情報の入手・活用 

管理記録・マニュアルの整備 

■平常時の備え（参考事例より） 

民間気象会社による防災情報サービス例 

ため池編 

レーダー雨量情報（国土交通省） 

巡視・点検  体制づくり、資材整備 

ため池管理マニュアル 
 

1 堤体の管理 

（１） 草刈り等 

草刈は、堤防の下流側法面、腰石積などからの漏水や、欠陥箇所を見つけ易くするため最低、

年２回は励行し、下記３の井手浚いと併せて実施すること。 

（２）洪水吐の管理 

洪水吐の流下能力を阻害する流木等は、取り除くこと。 

また、洪水吐に角落し（板差し）及び土俵積みなどを行うことは、大きな災害につながりか

ねないので原則として撤去すること。 

（３）土砂吐ゲート（底樋）の管理 

貯水量の急激な増減は、堤体の決壊にもつながる恐れがあるため、ゲート操作には十分注意

すること。 

また、長期間にわたり落水させていた後、一気に満水まで貯めないよう漏水等を確認しなが

ら助序に貯水すること。 

逆に、落水するときは、上樋から順に開けていき、徐々に水位を下げること。 

（以下略） 
・洪水吐の閉塞 

・堤体の損傷 

・用水路の漏水等のチェック 

・協力体制の構築 

・応急資材の準備 

・防災訓練 

 極端な豪雨や渇水といった異常気象への対応が、「ため池」管理者にとっての新たな課題とな

っています。また、管理者の高齢化や人員不足が深刻化するなかで、後継者への管理技術の継

承も課題となっています。 

この度農林水産省がまとめた「豪雨・渇水の備えと対応（参考事例）」では、全国から集めた

「ため池」の管理事例を紹介しています。ここに掲載の41事例（豪雨27、渇水14 ）が、

こうした問題解決の一助となれば幸いです。 



機密性○情報 ○○限り
最近の調査成果（地球温暖化の防止）

水上太陽光発電設備（FPV）による農業用
ため池環境への影響について（令和８年３月）

設置事例

水質調査

農業用ため池におけるFPV
の設置による物理環境・水質
・生態系等にもたらす変化に
ついて現地調査結果を分析し
農業用ため池におけるFPV設
置に当たり影響を評価するた
めの調査の考え方を『参考図
書』として取りまとめました。

田んぼダムの取組による温室効果ガス削減効
果の見える化（令和７年３月）

田んぼダム有り・無しの
2パターンのピーク流量を比較

田んぼダムの取組による
流出抑制機能を代替する施
設として排水機場を建設し
た際に排出される温室効果
ガスを、取組による温室効
果ガス削減量とし
て算定する手法を
作成しました。

農業集落排水汚泥を肥料
利用、建設資材化又は埋立
処分した場合の温室効果ガ
ス排出量を簡易に比較でき
る算定プログラムを作成し、
肥料化することで温室効果
ガス排出量が削減されるこ
とを検証しました。
※建設資材化は製造過程排出量を含む。 守る

農業集落排水汚泥の肥料化による温室効果ガ
ス削減効果の見える化（令和７年３月）

肥料化  埋立  建設資材化

知る 理解する

農業農村整備事業における温室効果ガス排出
量算定手法の考え方（令和５年１月）

水田の大区画化等の実施
における施工、供用、廃棄
のライフサイクルの各段階
において排出される温室効
果ガス排出量について、事
業地区ごとに簡便に精度よ
く算定する手法を検討しま
した。

▲算定期間40年における温室効果ガス排出量の変化例



機密性○情報 ○○限り

【参考】関連する調査成果

【参考】関連する調査成果

農業用堰環境影響評価参考図書〜騒⾳編〜農業水
利施設から発生する騒⾳について（令和５年３月）

施設計画・設計時又は施設管理時に農業水利
施設から発生する⾳の実態を把握・予測し、必
要に応じて対策の検討を⾏う場合に、その参考
になり得るものとして取りまとめました。

農業用ダム環境影響評価参考図書（案）
〜富栄養化編〜（令和２年３月）
富栄養化による植物プランクトンの異常繁殖に

ついて、「ダム計画時における水質予測と環境保
全措置」及び「ダム完成後における富栄養化現象
のモニタリング、要因解析及

び対策」に係る内容を中⼼に、
体系的に解説しました。

アオコの発生状態 「⾳響カメラ」による⾳の発生源の推定 水膜振動対策（副スポイラー設置）

守る

環境情報データベースの整備

全国の事業地区を中⼼
に実施され蓄積されてき
た生物調査情報を、ＧＩ
Ｓにより閲覧及び検索す
ることのできるデータベ
ース及びその活用マニュ
アルを作成しました。

農村地域（農地・農業用施設）へのイノシシ、シ
カ侵入防止対策(令和３年３月)

近年の野生鳥獣による農
地・農業用施設における被
害状況を踏まえ、侵入防止
柵やグレーチング等の侵入
防止対策の効果的な設置手
法や留意事項について整理
し、『手引き』として取り
まとめました。

イノシシによるため池堤体の掘り返し
被害の例

道路部に設置されたグレーチングの例



機密性○情報 ○○限り
【参考】その他これまでの調査成果一覧（鳥獣対策・農村環境課）

【生態系への配慮】
〇水域ネットワークの保全対策実施の手引き（平成28年３月）
〇水田魚道づくりのすすめ（平成26年３月）
〇農村の生物多様性把握・保全マニュアル（平成24年３月）
〇生きもの豊かな農業水路をめざして（平成19年３月）
〇身近な水域にすむ魚類等の生息環境の改善に向けて（平成16年３月）
〇「里地・田んぼではじめる自然回復～取り組みを進めるためのヒント～」（平成15年３月）

【生物影響への対応】
〇オオフサモ駆除マニュアル（令和５年３月）
〇外来生物早期発見ツール（令和５年３月）
〇カワヒバリガイ被害対策マニュアル（平成29年３月）
〇農業用貯水施設におけるアオコ対応参考図書（平成24年３月）
〇外来生物対策指針及びマニュアル（平成20年３月） 

【地球温暖化の防止】
〇農地基盤整備における有機質資材利活用検討調査報告（平成26年３月）

【農業用水の水質】
〇広域農業地域における農業用水資源の水質状況（平成28年３月）
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